
10月21日 

・サンパウロ総領事館表敬訪問 

 サンパウロ到着後直ちに総領事館を訪問しました。 

私たちが訪れたサンパウロ州は面積24万8200㎢(日本の本州

と四国の面積程度)、人口4400万人（サンパウロ市1200万人・

ブラジル全体2億400万人）。経済規模はブラジルの国内総生産

（170兆円）の32％（54兆円）を占めブラジル経済の中心州。 

日系移民は戦前19万人、戦後5万4千人。現在、日系ブラジル

人は190万人その内6割がサンパウロ州に住んでいるとのことで

す。そして、人口の1％にも満たないわけですが、ブラジル社

会における日系人の評価は高く、信頼も厚いということです。

それは日本人の持つ気質やこの国の発展に少なからず寄与して

きたという評価によるものだということです。 

ロンドン、ロサンゼルスに並んで本年3月には「ジャパンハ

ウス」が開設され、南米社会を対象にした地方を含む日本の多

様な魅力を伝え、文化、テクノロジービジネスの新たな拠点が

つくられます。 

    ブラジル訪問報告 

 2016年10月21日～28日 



10月21日 

・開拓先没者慰霊碑献花・日本館訪問 

1954年サンパウロ市制400年祭を記念して造成された120㏊の広大な

イビラプエラ公園。その公園内に1975年日本移民開拓先没者慰霊碑が

建立されました。 

入植した初期開拓移民の中には、マラリヤなどの風土病で倒れるな

ど、名も判らないまま無縁共同墓地に眠っている方々いると思われ、

その多くが無縁仏となって異国の土に埋もれています。 

そうしたブラジルの土と化した多くの日本移民先駆者の霊を祭るこ

の慰霊碑は、今、日系ブラジル人の心情的な拠点となっているとのこ

とです。 

また、公園内には、サンパウロ市制400周年祭を記念して日系移民

が遺贈した数寄屋造りの日本館があります。 



 10月22日 

・グァタパラ開拓地訪問 

 ブラジル訪問二日目「グァタパラ」を訪問しました。この地は明

治41年（1908年）第一回ブラジル移民船笠戸丸で渡った７８１人が配

耕された６つの地の内の１つで、８８人がコーヒー農園雇用者として

配耕されました。 

初期ブラジル移民は、おしなべて過酷な労働環境、慣れない国

土・生活に直面し、騒動なども起こり様々な問題が噴出する中で、夢

かなわず憤死された方々また命からがら逃散・逃亡された方々など、

辛酸をなめ尽くされたそうです。 

この地は他の配耕地よりは恵まれていたということですが、それ

でも新たに始まった原生林開墾の「平野植民」で多くの不幸、困難に

遭遇するなど苦難の歴史をもった地です。 

戦後、ブラジルへの移民は昭和27年から再開されますが、日本政

府は海外移住事業団（現JICA）が中心となってこの地を再移住の地と

決め、昭和35年頃から島根県はじめ佐賀県、山口県、岡山県、長野

県、茨城県、山形県の方々が入植されておられます。その入植の方々

によって明治以来の無縁墓を集めた「拓魂碑」が建立されています。 

移住当初、このグァタパラ移住地は「灌漑施設を備えた米作の適

地」ということで多くの入植者が米作に夢を託して移住をしました

が、過酷な土地条件やその時々のブラジル経済の情勢に翻弄されなが

ら、米作、養蚕、養鶏、トウモロコシ、サトウキビへと変遷してきて

いるということでした。 

訪問した日、県人入植者の方が「自分達の苦労は言っても仕

方がありませんから言いません。ただこの地で先を生きていく

のみです」と言われたのには返す言葉がみつかりませんでし

た。ブラジル移住の困難とともに「人の生きる力」を感じた次
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 日系関係団体・サンパウロ州政府訪問 

・日系人関係団体訪問 

24日は、先ず、日系人関係団体訪問ということで、

「ブラジル日本都道府県人会連合会」、日本文化の継

承と普及に大きな役割を果たしている「ブラジル日本

文化福祉協会」、「ブラジル日本移民資料館」、医療

と福祉の両面でブラジル日系社会を代表する大きな公

益社会福祉法人として活動している「サンパウロ日伯

援護協会」を訪問しました。 

・県人会役員との昼食会 

お昼には、県人会役員の皆さんを招待し、今回の訪

問のお礼を兼ね県主催の昼食会を開催しました。 

・サンパウロ州農業供給局訪問 

午後は「サンパウロ州農業供給局農業ビジネス技術

部」が管轄する「漁業研究所」を訪問し、県の費用で

広島大学で学んだ水産養殖技術を活かしながら研究を

続けている、元県費留学生石川カルロスさんの活動を

視察しました。 

・サンパウロ州政府訪問 

その後、「バンデイランテス宮殿」を訪ね、サンパ

ウロ州政府の○○〇副知事を表敬訪問しました。副知

事によりますと、ジェラルド・アルキミン知事が島根

県を訪問する意向をもっているとのことでした。 

・「ブラジリア学園訪問」 

 夜には、松江市の本庄小学校と絵画を通じた交流を

続けている「ブラジリア学園」を訪問し、この度の訪

問にあわせ本庄小学校の児童が描いた絵画を贈呈して

きました。 

10月24日 



10月25日 イグアス訪問 

 ・南米県人会 

南米県人会交流会（ブラジル・アルゼンチ

ン・パラグアイ）参加のためイグアスを訪問し

ました。アルゼンチンやパラグアイにおいても

日系人の評価や信頼度は高いということでし

た。 

・イグアスの滝 

 アルゼンチンとブラジルの二国にまたがる世

界最大の滝であり、ナイアガラの滝(北米）、ビ

クトリアの滝(アフリカ)と並ぶ世界三大瀑布の

一つ 

10月26日 

・イタイプダム視察 

 イグアスの滝の上流、ブラジルとパラグアイ

両国を流れるパラナ川に設けられた世界最大の

発電量（1260万㎾）を誇るダム 

・「IBOPE MSEDIA」研究所訪問 

今回の訪伯の最後に、海外技術研修事業で

「Ruby（島根発）を使用したソフトウエアの開

発技術」の研修を終え、現在同研究所でシステ

ム開発管理技術者として活躍している多根チア

ゴさんを訪問しました。 


